
11月20日、士也域の活性化と商業振

興の期待を担い待望の「エルムの街

ショッピングセンター」が市内唐笠

柳地区にオープンしました。 

当日は、午前 9時のオープンに約 

2.000名が行列をつく り、先着した50 
名が花火の合図とともにテープカッ

トをし、新たな出発（たびだち）を

お祝いしました。 

叫‘糾』麦．た 

負沙 jzchhhhhhhhI? 
人口と世帯 	 驚轡 鷲 
10月31日現在 （ ）内は前回比、男24 , 000 (+ 27）女26 , 682 (+ 37）計50,682(+64）世帯17,741 (+46) 

笑顔力端軍くうれしいまち 
『エノレムの街ショッとンクそンターっ待望のオープン 
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）
エ
ルム
へ
の道
路
次
々
に
完
感
 

◇
国

道
三
三
九
号

バ
イ
パ

ス
全

面
開

通
 

「花
菖
蒲
橋

」
 
」ナ
又j

り
ソ
 

◇
市
道
石
岡
五
号線
「

“
屍
に
か
轡

渡
り
初
め
 

の津軽路ぬくもりのせて

ストーブ列車運行開始 

十
一
月
十
六
日
、市
内
梅
田
にあ
る
社
会

福
祉
法人
栄
幸
園
に
おい
て
第
一
回
栄幸
園

祭
が
催
さ
れ
、リ
サ
イ
ク
ルバ
ザ
ー
や
オ
ー
 

ク
シ
ョン
、
ま
た
日本
ハ
ー
モ
ニカ
ク
ラ
ブ

の
中
村
森
栄
青
森
県
支
部長
、
梅
田
・
中
泉

町
内
会
の
有
志
によ
る
慰
問
も行
わ
れ
、訪

れ
た
人
達
と
園
生
ら
がと
も
に楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

今
回
の
催
し
は
、
開
設
七年
目
を迎
え
た

栄
幸
園
が今
年
三
月
念
願
の
体
育
館
が完
成

し
た
こ
と
に
伴
い
、
日
頃
お世
話
にな
っ
て

い
る
地
域
の
人々
に
感
謝
の
意
味
を込
め
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

一園生達と楽し、、一日を一

第 1回蒙●員祭固圏 
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平成9年12月1日 

一
 

国
道
三
三
九
号
バ
イ
パ
ス
全
面
開

通
式
典
が
、
十
一
月
十
三
日
、
十
川

に
架
か
る
姥
落
の
花
菖
蒲
橋
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
、
弘

前
市
と
本
市
が
国
道
七
号
を
介
し
バ

イ
パ
ス
で
直
結
さ
れ
、
沿
線
住
民
の

利
便
性
の
向
上
や
両
市
の
生
活
・
経

済
圏
の
連
携
が
更
に
強
化
さ
れ
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

式
典
で
は
、
県
関
係
者
や
成
田
市

長
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
き
、
五

所
川
原
幼
稚
園
児
や
親
子
三
代
ご
家

族
（
本
市
か
ら
は
平
山
日
出
夫
さ
ん

一
家
）
ら
が
花
菖
蒲
橋
の
渡
り
初
め

を
行
い
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
 

十
五
日
に
は
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
s
c）
の
北
側
を

東
西
に
通
る
市
道
石
岡
五
号
線
が
エ

ル
ム
大
橋
の
完
成
に
と
も
な
い
全
面

開
通
し
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
神
事
の
後
、
成
田
市
長

ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

五
所
川
原
幼
稚
園
児
に
よ
る
演
奏
と

と
も
に
関
係
者
の
渡
り
初
め
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
道
石
岡
五
号
線
は
、
 

石
岡
、
下
り
枝
間
を
結
ぶ
延
長
六
百

四
十
七

m
で
平
成
四
年
度
か
ら
十
八

億
二
千
二
百
万
円
を
投
じ
整
備
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
道
路
幅
は
一
一

士

一
m
、
幅
六

・
五
m
の
歩
道
に
レ
 
 

ン
ガ
を
敷
き
詰
め
散
策
が
で
き
る
公

園
的
空
間
を
も
ち
融
雪
溝
も
完
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
エ
ル
ム
大
橋
は
、
平

成
四
年
度
よ
り
着
工
、全
長
三
七

・
一
 

m
で
、
ア
ー
チ
式
の
ミ
ニ
展
望
台
か

ら
は
エ
ル
ム
の
街
や
岩
木
山
等
が
一

望
で
き
、
夜
は
あ
か
、
い
り
ん
ご
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

四
十
個
が
橋
を
彩
り
ま
す
。
 

オ
ー
プ
ン
前
日
の
十
九
日
、
エ
ル

ム
の
街
s
cで
は
竣
工
式
が
行
わ
れ

た
後
、
市
内
各
施
設
に
入
所
す
る
一
一

十
八
名
の
身
障
者
の
方
々
を
招
待
し
、
 

買
物
介
助
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
タ
ン
を
押

す
だ
け
で
店
員
が
駆
け
つ
け
対
応
す

る
 
「ふ
れ
あ
い
灯
」
等
の
店
内
設
備

の
説
明
を
受
け
、
 一
足
早
い
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

身
障
者
の
方
も
 

安
心
し
て
買
物
で
き
ま
す
 

全
国
的
な
知
名
度
を
得
て
お
り
、
首
都
圏

な
ど
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
を
担
当
し
て
六
年
目
と

い
う
斉
藤
富
行
車
掌
は
 
「写
真
を

一
緒
に

と
っ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
後
で
送
っ
て
く
れ
た
写
真
を
見
る

の
が
楽
し
み
」
 
と
、県
外
か
ら
く
る
人
々

を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
路
線

と
し
て
列
車
を
利
用
す
る
乗
客
ら
は
 
「小

さ
い
頃
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
乗
っ
て
い
た
。
 

列
車
全
体
が
暖
房
の
よ
う
」
 
「し
ば
れ
た

体
に
ス
ト
ー
ブ
の
ぬ
く
も
り
は
大
変
あ
り

が
た
い
。
 駅
に
着
い
て
も
降
り
る
の
が
、
 

お
つ
く
う
に
な
る
く
ら
い
」
な
ど
と
、ス
ト
 

ー
ブ
列
車
（
の
親
し
み
さ
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
来
年
三
月
十
五
日
ま
で
津
軽
五

所
川
原
、
中
里
間
を

一
日
二
往
復
す
る
ス

ト
ー
ブ
列
車
は
、
冬
の
白
く
包
ま
れ
た
風

景
の
中
を
ぬ
く
も
り
を
乗
せ
走
り
ま
す
。
 

寒
さ
が

一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
く
霜

月
、
今
年
も
津
軽
鉄
道
の
ス
ト
ー
ブ
列
車

が
十
一
月
十
六
日
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

機
械
暖
房
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
現
在

木
造
の
内
装
に
石
炭
を
使
っ
た
 
「だ
る
ま

ス
ト
ー
ブ
」
 
と
いう
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
 

r
 

r
 



第5畦競I器轟線，鶏 

第 5回東北高校相撲選抜大会が11月16日、市民体育館

で行われ20校、 88名の選手が出場し、集まった観客から

盛んに声援が送られていました。 

県勢対決となった団体戦決勝は、五農高が木造高を 2 
-1でくだし見事に初優勝を飾り、個人戦では白川洋介

くん（五農高）が 2位、115キロ未満級で増田匡紀くん 

（五農高）が優勝しました。 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
を
招
い
て

の
慰
労
会
が
、
市
内
松
島
町
の
五
所

川
原
温
泉
ホ
テ
ル
で
、
＋
一
月
＋
四

日
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ

（
寺
田春
一
会
長
）
が
「
五
所
川

原
を
支
え
て
き
た
皆
様
に
感
謝
の
気

持
ち
を
表
し
た
い
」
と
主
催
し
た
も

の
で
、招
待
さ
れ
た
市
内
百
二
＋
人
の

お
年
寄
り
達
は
、
昼
食
を
食
べ
な
が

ら
津
軽
三
味
線
演
奏
や
手
品
を
見
る

な
ど
し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
後
も
慰

労
会
を
続
け
て
い
き
た
い
と
抱
負
を

述
べ
て
い
ま
す
。
 

」」 五所川原警察 省 

発 1 7,230 （一54) 296 （一21) 

104 （一22) 7 (+ 1) 

」
  

8,725 （一83) 3 5 2 (-17) 

	交通安全は家庭から 

交通事故概況（鵬器現右つ 

J 内は、日軍I 対比 

五所川原市交通安全対策協議会 
五 所 川 原 警 察 署 

運転は ゆったりハートに しっかりベルト 

カ
ー
ド
ご
希
望
の
方
は
 
は
つ
ら
つ
女

性
課
窓
ロ
に
て
配
布
し
て
お
り
ま
す

◇
臓
器
提
供
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

岡
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
本
部

力
刊
刊
ル
〇
一
二
〇
ー七
八
二
〇
ー
ハ
九
 

平
成
九
年
 

冬
の
交

通
安
全
運

動
 

十
一
一月
一
日
（
月
）
ー
 

十
二

月
ニ
十

五
日
（
木
）
 

ど
う
も
あ

り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 

3 平成9 弁 12月 1日 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
大
坂
京
さ
ん
（
市
内
ー
ッ
谷
一
一
五
ー
一
五
）
J
寄
贈

（食
用
菊
三
陶
）
。
 

〇
サ
・
エ
・
ラ
菊
池
由
利
子
さ
ん
 
高
橋
友
子
さ
ん
H
慰
問

（な
つ
か
し
い
昭
和
の
歌
）
。
 

〇
田
中
石
油
店
 
田
中
隆
治
さ
ん
（
市
内
下
平
井
町
）
H
寄
贈

（
食用
菊
一
・
五
扇
）
。
 

⑥
西
北
中
央
病
院
へ
 

〇
有
北
辰
フ
ァ
ー
ム

（
江
黒
明
義
代
表
取
締
役
）H寄
贈
（
青く
び
大
根
二
百
五
1
本
）
。
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
マ
ル
キ
飛
島
労
働
組
合

（
津
島
慶
一委
員
長
）
H
五
十
万
円
。
 

＠
長
橋
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
神
山
婦
人
会

（松
野
節
子
会
長
）
H
一
一万
円
。
 

あ
な

た

の
優
し

さ
と

お
も
い

や

り
を
 

臓
器
提
供
」
墨
掌
衣示
カ
ー
ド
交
付
 

（
ド
ナ

ー
カ
ー
ド
）
 

平成 9年10月16日に臓器移植
に関する法律が施行されプとこと
にともない、 「臓器提供意志裁
示カード」が発行されました。 

毎月1日は、県民交通安全の日 

日頃感じた思い
を発表します 

ー~’v 
わ
た
し

た
ち

の
考

一
え

聞
い

て
く
だ

さ
い
 

第
十
七
回
少
年
の
主
張
発
表
声
 

十
一
月
＋
三
日
、
市
中
央
公
民
館
で
市
内

の
小

・
中
学
校
か
ら
児
童
十
二
名
が
参
加
し

第
十
七
回
少
年
の
主
張
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 
（
各
賞受
賞
者
は
次
の
と
お
り
）
 

o

市
長
賞
 

木
村
 
文
香

（
南小
六
年
）
 

伊

藤
明
日
香

（
五一
一
中一
一
一
年
）
 

〇
教
育
長
賞
 

高

橋
李

加
子
（
中
央
小
六
年
）
 

岩
崎
 
史

織
（
五
一11中
一
年
）
 

〇
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞
 

鳴

海
 
隆

太
（
一
野
坪
小
六
年
）
 

一
一一上
 

舞
（
五
三
中
一
年
）
 

o

青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
 

一
」
 
土
 
尚

美
（
羽
野
木
沢
小
六
年
）
 

村

上
 
聖
美
（

長
橋
小
ーハ
年
）
 

秋
田
 
寿

香
（
五
四
中
一
年
）
 

高

橋
三

佳
子
（
五
一
中
二
年
）
 

〇
保
護
司
会
奨
励
賞
 

高

松
 
優

子
（
南
小
ーハ
年
）
 

岩
崎
 

史

織
（
五
三
中
一
年
）
 

〇
B
B
s
会
奨
励
賞
 

外
崎

さ
や
か

（
藻川
小
六
年
）
 

秋
田
 
寿
香

（
五
四
中
一
年）
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方
 
交
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市
 

税

市
 

債

国
 
庫
 
支
 
出
 
金

県
 

支
 
出
 
金

分
担
金
及
び
負
担
金
 

平成 9年度（平成 9年9月30日現在） 

―般会計歳入歳出予算執行状況 

歳入歳出予算額 223億4,723万円 秦ョ 
（逓次繰越費、繰越明許費を含む） 

歳 入 

収入済額 96億6,963万円 

収入率 43.3% 

68コ 

65.2 
40.  7 

a 

歳 出 

支出済額 87億6,612万円 

支出率 39.2% 

I 	I, 	， 	 審 
~ 
~ 
L 川~ 

”鵬麗翻麟
衛 公 教 農 消 商 

林 

生債育歪防こ 

業 費 
費 費 費 費 費 他 

翻
こ
の
部
分
は収
入済
額
で
す
 磁

扇
使

用
料
及
び
手
数
料

％
「
『
財
 

産
 

収
 
入

地
方
譲
与

税
他
 

禦
諸
 
収
 

入
 

22 9 

■

こ
の部
分
は
支
出
済
額
で
す
 

公
 
債

衛
 
生

総
 
務

民
 

生

土
 

木
 

育
 

費 費 費 費 費 

市

の
財
政
が
ど

の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な

状
況

に

あ
る
か
を

お
知
ら

せ
い
た
し

ま
す
 

五
所
川
原
市
長
 
成
 
田
 
守
 

市有財産の状況 	平成 8年度 ー般会計歳入歳出決算の状況（見込み） 有
 歳 入 区 分 収入済額汗円） 構成比(%) 歳 出 区 分 支出済額汗円） 構成比(%) 

市 	 税 4,392,760 19.5 議 会 費 214 ,991 1.0 

地 方 譲 与 税 394,457 1.8 総 務 費 2,550 ,590 11.7 

利子割交付金 54,124 a2 民 生 費 4,699 ,486 21.5 

特別地方消費税交付金 6,807 0.1 衛 ‘生 費 3,010 ,003 13.7 

自動車取得税交付金 112,604 0.5 労 働 費 136 ,057 0.6 

地 方 交 付 税 6,574,216 29.2 農 林 水 産 費 1,123 ,636 5.1 

交通安全対策特別交付金 10,928 0.1 商 工 費 545 ,159 2.5 

分担金及び負担金 581,864 2.6 土 木 費 4,577 ,885 20.9 

使用料及び手数料 333,431 1.5 消 防 費 813 ,122 3.7 

国 庫 支 出 金 3,440,728 15.3 教 育 費 2,265 ,545 10.3 

県 	支 	出 	金 1 ,054,038 4T 災 害 復 旧 費 48 ,265 0.2 

財 産 収 入 347,258 1.5 公 債 費 1 ,859 ,924 8.5 

寄 	附 	金 4,945 0.0 諸 支 出 金 55 ,313 0.3 

繰 	入 	金 569,762 2.5 予 備 費 0 0D 

繰 	越 	金 244,792 1.1 

諸 	収 	入 495,129 2.2 

市 	 債 3,875,000 17.2 

合 	計 22,492,843 100.0 合 計 21,899 ,976 100.0 

平成 8年度特別会計歳入歳出決算の状況（見込み） 

会 	計 	区 	分 収入済額 （千円） 支出済額 （千円） 

国民健康保険事業勘定特別会計 4,451,673 4,317,527 

老 人 保 健 特 別 会 計 3,662,208 3,660,393 

高等看護学院特別会計 89,265 89,265 

長者森平和公園造成事業特別会計 3,943 3,450 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,672,859 1,669,112 

農業集落排水事業特別会計 60,422 60,422 

公共用地先行取得事業特別会計 13,467 13,467 

平成 9弁 12月 1日 4 

（平成 9年9月30日現在） 

土 	 地 3, 580 , 567 . 99n? 

うち山林 191,246.00n? 

建 	 物 229, 923 .94m2 

有 	価 	証 	券 316,652千円 

出資によ る権利 117,147千円 

自 	動 	車 150 台 

債 	 権 0千円 

五 所 川 原 市
土 地 開 発 基 金 484,202千円 

五財
 
所

政
 

J調
 
整
 
原
基
 
市

金
  

297,094千円 

五 所 川 原 市
特別導入事業基金 1,378千円 

民 健 康 保 険
政 調 整 基 金 53,651千円 

五所川原市減債基金 7,835千円 

五ふ
 
る
 
所
さ
 
“

と
 

ー
台
ロ
 

原生
 
基
 
市

金
  

125,190千円 

五 所 川 原 市
地 域 福 祉 基 金 340,161千円 

五 所 川 原 市
美術館建設基金 

68,672千円 

動 	 物（牛） 42 頭 

―時借入金残高の状況 

（一般会計及び特別会計） 

月（末） 金 	額 

4 0千円 

5 0千円 

6 0千円 

7 0千円 

8 0千円 

9 0千円 

議
「
 

一一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
」葉
嚢
一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
「
一
一
一
一
一
一
一

圭
圭
」
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年
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市税総額 
帽億3,2的万8千円 
(29億4,384万 
6千円68.0%) 

iIi 市民‘税済舞 
i湖 9億6,014万魯
誓ミ瑠喜」8干円・」・；'I: 
ど（11億6,371万嘩

三二9干円 59.4%)i 

注
…

（
 
）
書は
収
入
済
額

及
び
収
入
率
で

す
。
 

軽自動車税他 
6.210万4千円 
(6,375万円 

102.7%) 
たばこ税 
3億6,479万8千円 

1 

	
(1億7,975万円粉.3%) 

1 都市計画税 
~ 1億521万5千円 
(8,000万7千円 76.0%) 
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注
…
（
 
）
書
は構
成
比
率

で
す
。
 

青森県 
3億6,965万 

1干円 
(1.9%) 

麟青森銀行蕪 
231怠難麟繋「「麟奪三 
5,827万5干円舞
鷺III」ョI11.響 99館IIi 

青森県市町村振興協会 3億3, 298万円（1.7%) 

青森県市町村職員共済組合他 2億5,027万7干円（1.3%) 

鷲帝獲償りg驚
議1ノ」怠613カ難 

難『務どジ 

災害復旧債他 
3億8,322万／ 

6千円／ 
(1 .9%)/ 

消防債 
3億500万円（1.6%) 

＼ 農林水産業債 
\10億2,857万7干円（5.2%) 

民生債 5億7,908万8干円（2.9%) 

五所川原市役所 公35一2111 

市税の負担状況（平成9年9月30日現在） 平成 9年度特別会計歳入歳出予算の執行状況 

（平成 9年9月30日現在） 

くらしに役立つ 
積立金の還元融資 

皆さんが加入している厚生年金、国民年金積

立金は加入者に支払われるまでの間に公共施設

の整備資金として市に還元融資され、地域社会

の発展と住民の福祉向上に役立っています。 

市では平成 8年度に次のとおり融資を受けて

います。 

〇―般廃棄物最終処分場建設事業 

615,400l二円 

〇清掃運搬施設等整備事業 9,700 ニF円 

〇高等看護学院整備事業 	1 2,000千円 

―般廃棄物最終処分場 
浸出水処理施設・管理棟 

5 平成 9年12月1日 

区 	分 
予算現在額 

（千円） 
収
  
入
く
 
済

千
 
額
囲
 

鷺
  

支
  
出
く
 
済

千
 
額
町
 

ま
＋
、
ノ
 

土
入
白、

  

山
山
以
パ
 国民健康保険 

事業勘定 
特別 会 計 

4,343 ,714 1,456,633 33.5 1,560 ,248 35 .9 

老
特
 
人
別
 
保
会
 
健
計
 

 

3,350 ,989 1,560,212 46.6 1,651 ,532 49 .3 

高等看護学院
特別 会 計 

80 ,325 5,338 6.6 34 ,368 42 .8 

下水道事業 
特別 会 計 
（繰越明許費 

70,894含む） 

1,521 ,479 228,524 15.0 515 ,988 33 .9 

農業集落排水
事業特別会計 

58 ,416 3,781 6.5 27 ,052 46 .3 

公共用地先行 
取得事業 
特別 会 計 

50 ,186 1,141 2.3 25 ,432 50 .7 

市債の状況（平成9年9月30日現在） 



．
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私

の

健

康
づ

く
り
 

◆ 

た 
0 

木村勝四郎さん 
（刀歳） 

い
た
わ
り
あ
っ
て
歩
ん
だ
五
十
年
 

こ
れ
か
ら
も
お
幸
せ
に
 

助
け
合
い
 

難
平
成
九
年
度
 
市
合
同
金
婚
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
 

れ
を
受
け
顕
彰
者
を
代
表
し
た
笹
森
勝

義
・
ョ
ッ
ご
夫
妻
が
「
五
十
年
は
長
い

道
の
り
で
し
た
。
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
お

礼
の
言
葉
も
述
べ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今

日
あ
る
の
は
周
囲
の
皆
様
の
お
か
げ
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
市
が
益
々
発
展
す

る
よ
う
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

式
典
後
は
昼
食
会
と
な
り
、
琴
や
尺

八
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
催

さ
れ
、
長
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
 

顕彰状、記念品をうける
山谷富男・業ご夫妻 

十
一
月
十
二
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
で
市
合
同
金
婚
式
が
行
わ

れ
、
結
婚
五
十
年
を
迎
え
た
市
内
の
六

＋
四
組
の
ご
夫
婦
に
、
成
田
市
長
か
ら

顕
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
成
田
市
長
は
、
 
「夫
婦
相
携

え
て
家
庭
を
は
ぐ
く
み
、
地
域
に
貢

献
さ
れ
た
こ
と
は
市
民
の
模
範
で
あ

り
、
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
報
い
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
ト
」
 

ユキエさん 
(72歳） 

〈市内稲実〉 

勝四郎さんは戦争体験者として、各地を転戦、ユキエ

さんも水田除草中にグラマン戦闘機による攻撃を受け九

死に一生を得たこともあります。 

近代日本がもっとも多難だった時代に結ばれた2人は、 

「戦後の混乱期、昭和22年に結婚、今日のような立派な

結婚式ではありませんが、 2人座って三，三，九度の盃

を飲み交わしたことは、いまでは夢のような思い出です二

物資がない、仕事がない、ないないづくしの時代でした

がそれでも何とか2男2女を授かり、 2人で頑張ってき

ました」と結婚生活を振り返ります。 

勝四郎さんの一番の思い出は、県職員として働いてい

た農林省種鶏場に視察にこられた東久通成子様からお言

葉をかけられたこと、ユキエさんもまた皇居奉仕団「津

軽の会」に参加し宮城内で奉仕活動をし、宮内庁総務課

よりおみやげをいただいたことだそうです。 

55年互いに寄り添いあってきた相手として「家庭のこ

とも、子供達のことも良くやってくれた。頭が上がらな

い」と感謝する勝四郎さんに「けんかしながら仲良くや

ってきた。おかげさまでした」と答えるユキエさん。 

5歳になる内孫から「おじいちゃん、おばあちゃん」 

と呼ばれるときがいま一番うれしいと語る2人からのメ

ッセージは、 「みんな、 しあわせに」 

◇ 今回金婚式を迎えられた64組のご夫婦へ、これから

のご健康とご多幸をお祈りいたします。 

平成9年12月1日 6 

麟
「
ニ
人
な

か

よ
 

今
回
は
、
金
婚
式

（
結
婚
五十
年
）
を

迎
え
た
村
田
さ
ん
ご
夫
婦
を
紹
介
し
ま
亥

大
工
と
し
て
戦
後
の
困
難
な
時
代
を
生

き
抜
き
、
七
十
歳
ま
で
仕
事
を
し
た
富
八

さ
ん
は
多
く
の
家
を
建
て
、
き
よ
裏
さ
ん

は
田
畑
に
出
て
農
家
の
仕
事
を
し
、
家
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。
 

富
八
さ
ん
は
五
＋
代
の
頃
、節
々
の
痛
み

を
訴
え
二
十
日
程
入
院
、
き
よ
急
さ
ん
も

十
年
前
脳
卒
中
で
倒
れ
入
院
し
て
い
ま
す
。
 

富
八
さ
ん
の
長
寿

・
健
康
の
秘
訣
は
五

年
前
か
ら
続
け
て
い
る
新
聞

（タ
刊
）
配

達
で
す
。
お
孫
さ
ん
が
や
っ
て
い
た
新
聞

配
達
を
手
伝
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
 

現
在
金
山
地
区
の
十
六
軒
に
配
達
し
て
お

り
「
運
動
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
し
、
体

の
あ
ん
ば
い
が
大
変
い
い
」
と
毎
日
の
日
 

く
 
五
十
年

」
 

課
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

一
方
の
き
よ
豆
さ
ん
は
、
も
と
も
と
体

が
弱
い
方
な
の
で
腹
八
分
目
と
塩
分
の
取

り
す
ぎ
に
気
を
「
け
、
体
調
に
合
わ
せ
た

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
 

若
い
頃
は
喧
嘩
ば
か
り
と
い
う
二
人
も

今
は
お
だ
や
か
な
、
い
た
わ
り
の
気
持
ち

で
互
い
を
必
要
と
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
 「ぐ
だ
ぐ
だ
言
わ
な
い
、
 

仏
様
み
た
い
な
人
で
何
事
が
あ
っ
て
も
前

に
進
ん
だ
考
え
方
を
し
て
き
た
人
。
今
は

幸
せ
だ
と
思
う
」
と
言
う
き
よ
急
さ
ん
に
 

「身
の
回
り
の
こ
と
や
、
お
酒
を
飲
み
過

ぎ
た
時
の
注
意
は
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
る
0
自
分
よ
り
長
く
生
き
て
欲
し
い
」
 

と
富
八
さ
ん
は
応
じ
ま
す
。
 

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
、
 

次
は
富
八
さ
ん
の
八
十
八
歳
の
米
寿
が
楽

し
み
と
い
う
二
人
は
、
今
日
も
タ
方
に
な

る
と
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
姿
勢
で
身
支
度
を

整
え
新
聞
配
達
に
向
か
い
、
家
族
の
た
め

に
タ
食
の
準
備
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
 

喜
び
も
悲
し
み
も
共
に
分
か
ち
合
っ
て

き
た
二
人
。
ご
夫
婦
を
見
て
い
る
と
健
康

の
一
番
の
秘
訣
は
二
人
で
い
る
こ
と
、
お

互
い
に
思
い
や
る
心
だ
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
、
お
元
気
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
 

村田 富八さん（86歳） 
きよ兎さん（76歳） 

〈市内金山〉 
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図 男性の地域活動・家庭生活への参加 
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議弾麓務鶴が見えますかh 
主催 五所川原市児童館母親クラブ連合会 

〇と 	き 	12月 14日（日） 9:O0---11 :30 

〇ところ 市中央公民館 3階和室 

〇講 師 羽野木沢小学校校長 

北 沢 アキ子 先生 

※ 保育室を設けておりますので、小さ 

なお子さま連れも大歓迎です。 

〇間い合わせ ひまわり児童館 

費 35-1 024 

福祉作業所 “つがる工房” 

第 2 回バサごーのお知らせ 
津軽工房は、 いろんな障害を持った 8人

が、“さをり織り”の作品を製作し社会復帰

を目指し頑張っている事業所です。 

バーザーでは、“さをり織り”の作品展示及

び即売を行います。 また、 フリーマーケッ

ト、喫茶コーナーもあります。 

＞と き 12月 13日（土） 1O:OO---15:OO 

）ところ “つがる工房”市内三ツ屋（弘南

バス弘前線 三ツ屋バス停徒歩I分） 

太極拳与 7)L'. :.'/\一募集 
（年齢は間いません） 

太極拳とは、体中の無駄な力を 七刀除き 

筋肉や関節を十分に動かし、“気” と “血” 

ク万充れをよく し、柔軟な心身をつく る中国

哲学を含んだ健康法です。 

日頃体調のすぐれない方、病気予防に何

かスポーツをと考えている方、参加をお待 

ちしております。 

トと き 12月7 日（日） 14 :00~ 

トところ 市中央公民館 

マ連絡先皿 0177 -  74 -  2799 石岡まで

, 

やさしさのあるまちを  ミ 
I 地域活聖. 讐聖きして 
， 最近、料理や育児を楽しむ男性がテレビや新聞に登 

γ 場するようになりました。1989年総理府「女性の就業

に関する世論調査」では、意識の面で女性56.1%、男性 

44.6％が家事や育児の共同責任を認めるようになって

いますが、実態はどうでしょうか。 

h 本調査では、男性の地域活動、家庭生活への参加に

さ ついて調べたところ、 「仕事と子育ての両立を支援す 

1 る体制の整備をする」 「労働時間短縮余暇を増やす」 

U と支援体制を望む声が女性に多いのに対し、 「啓発活 

y 動をする」 「学習や訓練の機会を増やす」では男性の

片 回答が上回りました。 
> 	，ーノ7、，一 し 1+ 41」ト4-／ハうエZ、量＝、＋nl,4．、1 、．プり4主F三mニノプ-' 	ヒ 

1 	、ー vノヒくー
rJ、、 ブ、―工v/1エユぐ少刀Hr一小jV ’、rJ、‘冒、p月xVノモ又ド白 

11 カュら支援の段階にきていると言われているのに対して 

v 男性ではまだ意識啓発が必要とされている段階にある 

】‘ ことを示しています。 

， 子供の頃からの教育と、労働時間の短縮等支援体制 

d を確立していき、その上で日常生活の中で習慣化して 

11 いかなければ、男性の家事は “お手伝い” 意識からな 

、！かなか脱却できないのではないでしょうか。 
’二．. 
～い~ー一~1ン’ 	 ’てベバー＝ンニーー‘Iソ“～ーー 

7 平成9年12月1日 	 五所川原市役所 合35-2111 

隷誰かのためにできること 

で
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こ
 
て
 

細
ー
」

町
 

フ
 

ボ
 

スα
 

「障
害
者

の
人
達
が
抱
え
 
二

て
い
る
問
題
を
理
解
し
、
 
討
ー
プ

解
決
し
て
あ
げ
た
い
。
 

れ
一
」
 

手
話
は
そ
の
た
め
の
第

綿
一

一
歩
で
す
。」
 
り
 

ャ
・
 

‘雄舞論嘉尋‘護誹筆譲豊襲舞。  

手話サークル ひまわり』 

会員27名 

連絡先雪35-6762（山田） 	, 



平成9年度 漕灘露”‘”誌議臨”篇議議議需誉詳 

除排雪用車両運転手募集事 
〇募集人員 4 名 

〇運転経験年数 グレーダー運転 4 年以上又 

はショベル運転 4 年」こ上上 

〇年齢 40歳まて冬 

〇雇用期間 

平成 9 年12月15日～平成10年 3 月10日 

‘う就業時間 8:15 ~17 :00 
休憩時間 12:00 ~12 :45 
賃金 基本賃金（日額） 	8,600円 

時間外（ 1 時間当たり）1,344円

〇賃金の支払方法 毎月10日締切、21日支払

◆ 先着4名で締め切りいたします。 履歴書

持参で、公園都市課までおこしください。 

〇間い合わせ 公園都市課 内線 304 （成田） 

r 「あなたの声を県政に 

県政モニター募集 
県政について 「こうしたらどうかグ」 「こ

ういうことをやって欲しい．ク」 というご意見 

・ご提言を寄せてくださる県政モニターを募

集しています。 

⑥」応募資格 県内に居住している満20歳以上の方

であれば、どなたでも可。 ただし、議員・公務員・

行政相談委員、国やその他の公共団体のモニターに

なっている方や今後なる予定の方、平成 5年度以降

に県政モニターを経験した方は除きます。 

⑨募集人員 32名 

⑥委嘱期間 平成10年 4 月下旬から 2 年間

⑨イ士事内容 

~ 	（Dアンケートに対する回答（年 4 回） 

②県政に関する意見や提言の提出（随時） 

③県政モニター会議への出席（I回） 

⑨謝礼 1 年ごとに記念品を差し上げます。 

⑥応募方法 官製ハガキに必要事項を記入して平

成10年 2 月13日（金）までトにお送りください。 

⑨間い合わせ 青森県政策推進室広聴・百人

委員会担当 県政モニター係 

TEL 0177 - 22 - 1111 内線 2259 

ショッピングタウンアクロス柏 

出店計画地元説明会開催 
柏村大字稲盛への出店計画について、消費 

者や商業者の方に大規模小売店舗法に基づく 

「地元説明会」 を開催します。 

◇とき 12 月 9 日（火） 13:30--15:00 

◇ところ 産経会館 5 階 第 1会議室 

◇間い合わせ先 大和情報サービス（掬 

容 022 - 296 - 0651（橋本） 

欝竿乞刺交換会 
〇日時 平成10年 1月1 日（木） ii : 00 

〇場所 ホテルサンルート五所川原 2F皆 

〇会費 3,000円（申し込みと同日寺に納入く 

ださい。） 

〇申し込み締め切り 12月19日（金） 

〇申し込み先 

市総務課（廿35 - 2111 内線402） または 

五戸斤川原商工会議所（か35 - 2121) 

〇主催 五所川原市・五所川原商工会議所 

ごしょがわら市農業協同組合 

成人式のお知らせ 
市内の対象者には、12月中旬にハガキで通

知いたします。 なお、学校や仕事の都合で甘i 

外に居住しておられる市出身者の方の参加も

歓迎しますので、市教育委員会生涯学習課へ

ご連絡ください。 

◇日時 平成10年 1月15日（木） 14 : 00--

◇場所 ォルテンシア 大ホール 

◇受付時間 13:00-13:50（時間厳守） 

◇対象者 昭和52年 4 月 2 日から日召和53年 4 

月 1 日までに生まれた方 

◇申し込み先 市教育委員会 生涯学習課

内糸泉 555 

「はたちの主張」発表者募集 

選ばれた方には、成人式当日に発表し 

ていただきます。 

◇テーマ 成人式を迎えるにあたって感 

じていること、決意など。 

◇発表時問 約 5 分間 

（原稿用紙 2 枚程度） 

◇募集人員 男性 1名、女性 I名 

◇応募資格 新成人 （昭和52年 4 月 2 日か 

ら昭和53年 4 月 1日までに生まれた方） 

◇」応募期限 12月15日（月）までト 

◇申し込み先 

市教育委員会 生涯学習課 

内線 555 
ノ 
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～市税の納め忘れはございませんか～ 

麟黒鼠器謂の納期は 

1月5日（月）です。 
, , . , ， く4.4 , 
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郵便局からのお願い五所川原郵便局長 

12月20日頃から1月
初にかけて、アルノバイト

学生が配達に伺います。 

慣れない配達ですので 

/7,、戸） 犬の放し飼いなどござ 

、、 」一ぺ l いませゾレようこご協力を
どxJ Lx」 お願いいたします。 

消防設備点検資格者講習 
c）と き 

第1種 平成10年1月27日～29日 

第2種 平j戎10年2月 2日～4 日 

〇ところ 県農業共済会館 

青森市本町 5丁目 5 -21 

〇受付期間 平成9年12月1日～15日 

※ 郵送の場合、15日の消印有効 

〇受講料 1種類につき、 33,000円 

〇受講資格 日本消防設備安全センターが実 

施する 「消防設備点検資格者講座」の課程 

を修了し、免】伏の交イ寸を受‘ナている者。 

※ 申請書は消防本部及び消防署にあります。 

〇間い合わせ 消防本部予防課 

容 3 5-2 0 1 9 

五所鋤億布立図書館から J4 

〇里 帰 り 

下北郡川内町のかもしか川柳社のご好意で 

「かもしか文庫」 30冊が寄贈されました。 

その中にはかもしか川柳社でも 2冊しか残っ

ていない「水の命」と「母の独楽」がふくま

れています。作者が五所川原にゆかりの人た

ちなのでふるさとに帰れて喜んでいるでしよ

うというお手紙が添えてありました。一足早

い贈り物をくださった粋なサンタクロースの

お名前は高田寄生木さんです。 

一 中 .1亘 ，l 

	 I 

働く婦人の家生活講座 
受講生募集 

講 座 名 実施期日 実施時間 募人
 
集
員
 

講師名 

クリスマスケ 

ーキ作り教室 

12月13日 
（土） 

9 : 3O'-- 
12 : 30 24 菅原 俊子 

男の料理教室 
12月18日 
（木） 

18 : 30--- 
20 : 30 20 竹林 恵子 

正
 
月
 
料
 
理
室
 

お
教
  

12月24日 
（水） 

9 : 30- 
12 : 30 24 竹林 恵子 

お正月花教室 
12月26日 
（金） 

①10 : 00- 
12 : 00 

②18 : 30- 
20 : 30 

24 

24 
鈴木はっえ 

◇受講資格 市内に住所又は職場を有する方

◇受講料 無料,。但し材料費は実費負担

◇申し込み・問い合わせ 市働く婦人の家

公 35一8898 FAX35一8953 

被害相談窓口のご案内 ， 
五所川原警察署一

警察では、被害者の方々の様々な悩みや問

題をアドバイスするために「被害相談窓口」 

を設けております。 

プライバシーについても十分配慮し、相談

者の立場となり、 よりよい解決方法をアドバ

イスいたしますので、一人で悩まず勇気を出

してご相談ください。また、電話での相談も

受イ寸けておりますのでお気軽にご相談くださ

レ、。 

◆木目診ミ窓口 五所川原警察署 雪35-2141(代 

ふる、ぎを交流圏民センタ 

甘＝容3.=3議2露書1 ジ 
12月のオルテンシア催物ご案 内 

「ぬくもりが広がる 心と心が響き合う 
アミューズメントスペース オルテンシア」 

~~ ~曜日 催 	物 開演 入場料 日 曜日 催 	物 開演 入場半斗 

大 

ホ舞 

~ 

ル雄 

[
  
7
  

二
  

奥津軽に第九を 

ひびかせる会演奏会 
14 : 00 

前売 

1,000 p 
小
 
ホ
 

ー
 
ル
  

11 木 青色申告決算説明会 14 : 00 

13 土
  

銀杏ケ丘保育園 
お遊戯会 

9 : 30 無 料 

14 日
  

第31回 

歳末助け合い芸能祭 
10 : 00 

前売 

500 P1 
16 火 農業所得者決算説明会 1

1
 
0
3
 
0

3
 
0
0
  

20 土
  

新宮団地保育園 
クリスマスお遊戯会 

9 : 30 無 料 
21 ［

口
 

第一・第二さっき保育園 

お遊戯会 
9 : 30 無 料 

23 火 クリスマスコンサート 14 】 00 無 料 

9 平成9年12月1日 
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おなかの赤ちゃんと楽しむ 

～マタニティー教室～  

～健康だより～ 
はつらつ女性課内線234・232 

材料 （4人分） 
鶏胸肉 
塩 
う酉 
チンゲン菜 
にんじん 
しようゆ 
酢 
さとう 
トウバンジャン 
ねぎ 

1509 
小さじ1/2 
大さじ4 

中1 
lOOg 

大さじ2 
大さじ2 
大さじ2 
大さじ2 

1/2本 

石16 
テーマ】 

男性も作れる 

料理 

五所川原市食生活改善推進員会 

二 鶏肉と野菜の中国蒸し： 

チンゲン菜は、 

クセのない野菜で

すが、食物繊維やカ

ロチンが豊富。カ

ロチンは体内でビ

タミンAに変わる

ので、ガン予防に

有効です。 

妊女li｝さん、 家族の方、 これからパパ、 ママ 

になる方など関心のある方、大歓迎です。 

◆と き 12月 12日（金） 

◆ところ 市働く婦人の家・保健センター 

◆内 容 

①講話 「安産の食事」 

(11: 00-12 : 00) 

講師 はつらつ女‘性課 課長 芦田ふみ豆 

②バイキング試食会 

「マタニティーバイキング試食会」 

(12 : 00--13: 00) 

※妊娠中の食事で元気な赤ちゃんを産む秘

訣がわかります。 

実際にバランス食も試食できます。 

◆定 員 30名。 先着順です。申し込みは

はつらつ女‘性課へ電話、窓口で受付ます。 

お子さま連れでも参加できますので、 ご相

談ください。 

献血にご協力いただいた方には、健康管理

に役立つ血液検査結果を糸勺 2週間後に親展に

てお送りいたします。 

期 	日 時 間 場 	所 

12月 9 日 
（火） 

9 : 
14 

30 
: 
- 
30 五所川原商業高等学校 

12月16日 
（火） 

10 : 
15 

00 
: 
- 
30 

白生会胃腸病院前 

みんなの健康教室 
◇＞と き 12 月26 日（金） 13:00~ 

◇ところ 市保健センタ1 3階ホール 

◇講 師 櫛引 健 先生（櫛引クリニック） 

◇テーマ 胃がんについーて 

◇主 催 北五医師会・市民保健協議会 

く作り方〉 

①肉はそぎ切りにして塩と酒をふる。チンゲン菜と 
人参は3cm長さに切り、ゆでる。 

②アルミホイルに①をのせて包み、蒸気のたった蒸 

し器で蒸す。 

③蒸し上がったら、調味料をかける。 

エネルギー l2OKcal タンパク質 9.4g 
脂肪 6.7g 塩分 l8g 

「 ●健康に向かってG〇ノ教室・ 

L体験してみませんかウォークスイミング 

～水中運動に三楽しい健康づくり～ 

“水の中を歩く・水の中で身体を動かす” 

ことを主体にした教室です。 

「何か運動したほうがいいかな？」 とお考

えのあなた、健康づく りの第一歩として体験

してみ、ませんか。 

◇と き 12 月 11日（わ 13 : 00---15 : 30 
◇ところ スポーツアカデミー五所川原

◇内 容 ウォークスイ ミ ング体‘験 

みなさんと保健婦でつく るグルーフpワー 

ク 「自分にあった運動と健康づく り」 等

◇定 員 50名 ◇参加費 無米斗 

◇申し込み はつらつ女性課（内線232）へ 

電話で’お申し込みください。 

五所川原市役所 容35-2111 	 平成 9弁 12月 1日 10 
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